






要約:事故防止のための指導の実施状況及び問題点を探るために全国の保健所の母子保健

担当者を対象に調査を実施した。その結果、子どもの事故防止のために何らかの対応をし

ているのは 435 ケ所中 384 ケ所(88.3%)と多かったが、その内容は必ずしも十分と言えな

いようであった。また、平成9年の母子保健事業の市町村への委譲に際して、現在、健診

などで事故防止を考えているのは 50%程度であつた。その理由として、健診項目が多く、

時間が取れないというのを上げたものが多かった。今後、健診時に事故防止の指導を行う

際に必要なものとして、保護者用啓発パンフレット、指導者用マニュアルなど、教材の必

要性を上げるものが多かった。今後、安全チェックリストを使用した子どもの事故防止法

の普及と教材の開発、配布の体制作りを積極的に進めるべきである。


